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こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

本
年
度
は
、
開
業
40
周
年
を

記
念
し
た
事
業
が
企
画
さ
れ
て

い
ま
す
。

　

４
月
１
日
に
は
開
業
40
周
年

記
念
列
車
が
運
行
。
各
駅
で
特

産
品
の
お
ふ
る
ま
い
や
出
迎
え

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
久
慈
駅
で

は
大
漁
旗
を
振
っ
て
列
車
を
出

迎
え
。
乗
客
に
記
念
品
が
手
渡

さ
れ
ま
し
た
。

　

４
月
13
日
に
は
40
周
年
記
念

式
典
が
イ
ー
ス
ト
ピ
ア
み
や
こ

で
開
催
さ
れ
、
鉄
道
写
真
家
の

中
井
精
也
さ
ん
が
講
演
を
行
い

ま
し
た
。

　

県
内
12
カ
所
を
め
ぐ
る
巡
回

写
真
展
も
通
年
で
開
催
。
記
念

切
手
や
グ
ッ
ズ
の
販
売
も
行
わ

れ
て
い
ま
す
。

　

三
陸
鉄
道
と
同
い
年
の
40
歳

の
人
が
無
料
乗
車
で
き
る
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
も
開
催
中
で
す
。　

　

盛
、
宮
古
、
久
慈
で
秋
に
開

催
さ
れ
る
鉄
道
ま
つ
り
で
は
、

当
日
限
定
の
三
陸
鉄
道
乗
り
放

題
切
符
が
４
０
０
円
で
販
売
さ

れ
ま
す
。

　

記
念
事
業
は
今
後
も
追
加
さ

れ
る
予
定
で
す
。
開
業
40
周
年

の
こ
の
機
会
に
、
三
陸
鉄
道
に

乗
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。

　

開
業
当
初
か
ら
大
き
く
変

わ
っ
た
部
分
は
、
通
学
に
利
用

す
る
高
校
生
の
数
で
す
。
当
時

は
１
両
に
１
０
０
人
以
上
が
乗

車
。
車
内
で
は
立
つ
の
が
当
た

り
前
の
状
況
で
し
た
。

　

開
業
し
て
10
年
が
経
っ
た
頃

か
ら
、
利
用
者
の
減
少
に
よ
り
、

観
光
客
誘
致
の
営
業
に
も
力
を

入
れ
ま
し
た
。
観
光
に
訪
れ
る

人
が
増
え
る
と
地
元
の
人
が
座

れ
な
く
な
る
と
い
っ
た
課
題
も

あ
り
ま
す
が
、
交
流
し
て
い
る

様
子
が
見
え
、
う
れ
し
い
で
す
。

　

東
日
本
大
震
災
の
と
き
は
、

線
路
沿
い
を
歩
い
て
状
況
を
確

認
。
線
路
や
駅
が
跡
形
も
な
く

な
っ
た
の
を
見
た
と
き
に
は
、

復
活
は
無
理
か
も
し
れ
な
い
と

思
い
ま
し
た
。
当
時
の
社
長
の

何
と
し
て
も
動
か
す
と
い
う
声

で
、
社
員
は
家
族
の
安
否
も
分

か
ら
な
い
中
、
日
が
変
わ
る
頃

ま
で
作
業
。
限
ら
れ
た
人
員
の

中
で
安
全
確
認
を
行
い
、
５
日

後
に
は
久
慈
―
陸
中
野
田
間
の

運
行
を
再
開
し
ま
し
た
。

　

目
に
涙
を
浮
か
べ
て
感
謝
し

て
く
れ
る
人
や
列
車
に
向
か
っ

て
多
く
の
人
が
手
を
振
っ
て
く

れ
た
光
景
は
忘
れ
ら
れ
ま
せ
ん
。

　

震
災
の
翌
年
か
ら
は
震
災
学

習
列
車
を
運
行
。
三
陸
沿
岸
は

歴
史
と
し
て
津
波
被
害
が
残
っ

て
い
ま
す
が
、
自
分
事
と
し
て

考
え
る
こ
と
は
難
し
く
、
自
分

た
ち
の
経
験
を
リ
ア
ル
に
伝
え

て
い
く
こ
と
が
、
意
味
の
あ
る

こ
と
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

震
災
や
台
風
被
害
な
ど
リ
ス

タ
ー
ト
の
た
び
に
襲
っ
た
試
練

を
乗
り
越
え
、
40
年
間
も
続
い

て
き
た
の
は
社
員
だ
け
の
力
で

は
な
く
、
地
域
の
皆
さ
ん
に
支

え
ら
れ
て
き
た
お
か
げ
で
す
。

残
し
て
よ
か
っ
た
と
思
っ
て
も

ら
え
る
鉄
道
に
し
て
い
き
た
い

と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

鉄
道
は
単
な
る
交
通
手
段
で

は
な
く
、
接
客
や
地
域
と
の
ふ

れ
あ
い
を
通
し
て
、
地
域
同
士

や
観
光
客
を
つ
な
ぐ
力
が
あ
り

ま
す
。

　

地
元
の
人
た
ち
の
足
と
し
て

始
ま
っ
た
三
陸
鉄
道
を
、
三
陸

の
各
地
域
や
住
民
、
観
光
に
訪

れ
る
人
と
を
つ
な
ぐ
、
交
流
の

場
に
し
て
い
き
た
い
で
す
。

畑田　健司　さんさん

40

周
年
記
念
事
業
を
実

施

年
に
初
運
転
。
現
在
も
続
く
人

気
の
企
画
で
す
。
平
成
14
年
に

は
お
座
敷
列
車
が
導
入
さ
れ
ま

し
た
。
平
成
17
年
か
ら
は
本
格

運
転
さ
れ
、
こ
た
つ
に
入
っ
て

景
色
や
食
事
を
楽
し
む
こ
と
が

で
き
る
と
、
大
好
評
。
平
成
30

年
か
ら
は
レ
ト
ロ
調
の
洋
風
こ

た
つ
列
車
と
あ
わ
せ
て
、
毎
年

冬
季
期
間
に
運
行
し
て
い
ま
す
。

　

東
日
本
大
震
災
の
翌
年
か
ら

は
震
災
学
習
列
車
を
運
行
し
て

い
ま
す
。
震
災
か
ら
10
年
以
上

が
経
過
し
た
現
在
も
、
毎
年

１
万
人
以
上
が
参
加
。
震
災
の

記
憶
を
後
世
に
伝
え
て
い
ま
す
。

　

三
陸
鉄
道
は
車
両
を
貸
切
る

こ
と
も
可
能
。
１
両
単
位
で
貸

し
切
る
こ
と
が
で
き
、
１
両
に

つ
き
、
約
50
人
ま
で
乗
車
す
る

地
域
の
足
と
し
て

40周年記念列車を出迎え

開
業
40
周
年
記
念
事
業

お
得
な
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

　

平
成
31
年
３
月
、
東
日
本
大

震
災
で
大
き
な
被
害
を
受
け
た

Ｊ
Ｒ
山
田
線
釜
石
―
宮
古
間
が

復
旧
工
事
を
終
え
、
Ｊ
Ｒ
東
日

本
か
ら
三
陸
鉄
道
に
移
管
。
南

リ
ア
ス
線
、
北
リ
ア
ス
線
と
合

わ
せ
、
盛
か
ら
久
慈
ま
で
全
長

１
６
３
キ
ロ
の
「
リ
ア
ス
線
」

が
誕
生
し
ま
し
た
。
第
３
セ
ク

タ
ー
の
鉄
道
と
し
て
は
国
内
最

長
と
な
り
、
三
陸
沿
岸
が
一
つ

の
鉄
道
で
つ
な
が
り
ま
し
た
。

毎
月
約
10
万
人
が
利
用
し
、
同

年
の
乗
者
人
員
は
、
前
年
か
ら

約
１
・
６
倍
に
増
加
し
ま
し
た
。

　

リ
ア
ス
線
が
誕
生
し
た
同
年

の
10
月
12
日
か
ら
13
日
に
か
け

て
、
台
風
19
号
（
令
和
元
年
東

日
本
台
風
）
が
東
日
本
を
襲
い

ま
し
た
。
三
陸
鉄
道
は
93
か
所

が
被
災
。
全
線
の
７
割
に
当
た

る
１
１
３
・
７
㌔
が
不
通
と
な

り
ま
し
た
。
翌
年
３
月
20
日
に

は
、
全
線
が
運
行
を
再
開
し
ま

し
た
が
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
が
流
行
。
団
体
旅
行
な
ど
の

中
止
が
続
き
、
乗
車
人
員
も
落

ち
込
み
ま
し
た
。
現
在
は
観
光

客
も
徐
々
に
増
加
し
て
い
ま
す
。

　

三
陸
鉄
道
で
は
利
用
促
進
の

た
め
に
、
さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組

み
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

元
日
に
車
両
か
ら
朝
日
を
見

る
「
初
日
の
出
号
」
は
昭
和
61

リ
ア
ス
線
の
誕
生

リアス線開通記念出発式

台風19号（令和元年東日本台風）で被災した線路

冬の風物詩「こたつ列車」

台
風
災
害
と
コ
ロ
ナ
の
流
行

さ
ま
ざ
ま
な
事
業
を
展
開

震
災
の
経
験

三
陸
鉄
道
が
つ
な
ぐ

運行本部旅客営業部副部長運行本部旅客営業部副部長兼兼
久慈派出所長久慈派出所長兼兼久慈駅長久慈駅長兼兼指令長指令長

三陸鉄道が三陸と人の三陸鉄道が三陸と人の
　つながりを作る場に　つながりを作る場に

久
慈
駅
畑
田
駅
長
に
当
時
の

様
子
や
三
陸
鉄
道
へ
の
思
い
を

伺
い
ま
し
た
。


